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　 変 異 1朱は ．4sp．　 niger の 9む狂 懸 濁 液 に 紫外線を 照射 し

， こ れ を最小培地 （Czapek 培地） で 培養後 ， 濾過 し

て 発芽胞 」
二を取去 り， 濾液 を充全培地 に平板培養す る

濾 過 法 に よ り得 ， 出て 来 た コ ロ ニ ーの 栄養要求性を検

定 した．又 γ線照射 も併用 した． Heterokaryon は 平

板上 の 混合培養 に よ り形成 さ せ 最小培地 で 選 択 を 行つ

て い る．Heterozygous　 dippid はHeterokaryon か ら

及 び 直1妾に液体混合培養か ら分離 した Heterokaryon，

Heterozygous　diploidヵ；最小 培 地 で 発 育 す る もの を も

つ て 補足 効果 の あ る栄養要求性 とした．

　結　　　果

　紫外線照射 に よ り各 蓮 ア ミ ノ 酸，ビ タ ミン 類 ，核酸 ，

その 他を要求す る変異株 を分離，同 定 し た、NO2 を要

求す る株を除い て ，異 つ た もの を要求 す る株の 間 に 補

足効果の あ る事 は 勿論 で あ るが ， 多 くの 実験 と同様 に

同じもの を要求す る 株 の 闘に も補足 効果 の あ る 場含が

あ り，例 え ば リジ ン ，ア デ ニ ン 要求 株等の 闖に 認 め ら

れ る，この 補足 効 果か ら栄養要求性 を Genetic　marker

と して 区別 をつ けた．今回は ，こ の 補足効果か らみ た

若干の栄養要求株 に つ い て 報告す る．

31，変敗わさび漉よ リ分離 した無胞子酵母 菌

　　 につ い て

静 岡 薬大

○小勵　操，小林喜久子 ，須崎守 康 （12）

　 目　 　　 的

　既 に 演者 の
…・

入小島 は わ さび 漬貯蔵中の 微生物の 動

態 に つ い て 研 究 し，わ きび 漬中に 多数 の細 菌，乳 酸 菌

及 び 酵 母菌が生育して わ り，貯蔵 中に増加 の傾向の あ

る こ とを 知 っ た。演者等 は貯蔵中に 変敗 し た わ さび 漬

よ り微 生物の 分 離 を試 み ，75種 の 微生 物 を得 た が ， 今

圓 は 分離微生物中 よ り無胞 子 酵母菌 6 種 の み を 研 究 の

対 照 とな し，之 等 の 形 態 学 的 並 び に 生 理 学 釣 諸性 質に

っ い て ， 既知標本 と共 に 実験吟味 し，LODDER の 検索

表に 依 り， 類縁 を求 め た．

　実 験 方 法

　供試菌株 は 10”　Ballg の 麦芽汁に 試料の 少量 を投入

し，30℃ に 保 ち集殖 し ， 更に 数同平板培養 を反覆 し て

純化 した．形態学的並び に 生理学的性質は LODDER

の 方法に 大体準拠 して 行 つ た．

　結 　　　果

　 6 種の う ち，
5 種は縞 胞 の 形が 卵形 ， 艮卵形 ， 円筒形

等 で ， 皮膜の 形成が 昔 し く， 擬菌絲 を 形 成す る等 明 ら

か に Candida 属の 菌櫨 で ， 之等の 4 種は Glucose の

み を醗 酵 ， 同化す る 点 か ら Candida　krtrsei（Gast．）

Berkhoutと同定 し，他の 1種は Glucoseを醸酵 し ，

Glucose，　Galactose，　Maltose を同化する点か ら Can−

dida　brumPtii　LANGERON 　et　GUERRA と同定した．

　残 りの 1種 は 細胞の 形が卵形の み で，外観 は紅色 〜

橙紅 色 を示 し ，皮膜の 形成を見ず ，擬菌絲を形成 し ない

点等明 らか に Rhodotorala属の 菌種 で ， 醗酵性 を有せ

ず，
Glucose，　Galactose，　Saccharoseを同化す る 点か ら

Rhodotorula　minuta （SAITO ）HARRISON と同定した．

10、00

32．産膜酵母菌に関す る研究　（第14報）

　　各 種 耐性及 び 雑 喰性の 検 討

　　小 玉 醸造 醸 研 　 ○小 玉健吉，京 野忠 司 （12）

　 目　　 　 的

　各 種醸 造 工 業 に於 い て，主 要菌 と共棲 す る産 膜酵母

菌を生 態 的 に 検索す る基礎実験と し て ， 之等の 菌種の

各種 耐性及 び 雑喰性 を 検討 し， 更 に 両性質か ら酒精蒸

溜廃液 に 良好 に 発育す る点 に 着眼し， 飼料酵母 の 製造

を試 み る基礎試験を行っ た．

　 実 　 験 　 方 　 法

　 D　耐性試験 は Pichia及 び H 「ansenula 属 の 10株 に

就い て ， 食塩 ， 葡萄糖 ， 乳酸 ， 酢酸 ， 酒精の 増殖限界

濃度 を，硫安又は カ ザ ミ ノ 酸 を 夫 々 窒素源とす る合成

培地 と麹汁培地 の 3種 に 就 い て静置培養を行 い ， そ の

結果 を 肉 眼 並 び に 比 色 計 に 依 り測定 した．

　 2） 雑喰性 の 検討 は 4 蘊 の 菌株に 就 い て ，
14穂 の 有

機酸類 ，
3種 の 多価 ア ル コ

ー
ル 類 ，

3種 の 1価 ア ル コ

ール 類 及 び 2種 の 5 炭糖類 を夫 々 単
一

炭素源 とす る同

化試験 を静置 ， 振 盪 の 両 培養 で実 施 し た．

　3） 飼料酵 母 の 製造 は 酒精蒸溜廃液 の 遠心 に 依 る上

澄 液 を 基質 と して振盈培養を実施 し， 適性菌種 の 選択

と，栄養源 の補足 に依 る増殖効果を検討 し た．

　結　　　果

　1） 耐性試験は培地 の 種類に 依 り多少の 差は あ る

が ， 限界濃度 は 次 の 様 で あつ た．

　2） 雑喰性 は両 培養を通 じ， 有機酸類 とは 7 〜 8 種

を同化し，
ア コ ニ

ッ ト酸 ， オ キ ザ ロ 酢酸 ， 蟻酸 ，
プ ロ

ピ オ ン 酸， 酪酸の 5種 を同化せ ず， ア ル コ ール 類 で は

1価の もの は 同化 しない が ， 多価 の もの と 5 炭糖 類 は

何れ も同化し た．

　3） 飼 料酵母の 適性菌種 と し て は P・　fa「inosa 群が
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一 〜一＿ 一
供 試 区 分 ％ ）

　菌 　　　　　　　 種　　
一一一一

一

Il　anomata 　（Sake）
H ．anemata 　form．α

P．Sake／b厂叨 ・α

P．ノ召r‘η0∫σ　（orig ・）
H．anomala 　（Soya・）
P．membranaefaciens ・（orig ・）
P．τ加 β励 御 aefa 跏 5　var ・窩 α 諮 加 伽

P，membranaefaciens 　var ．う卿 6α

H ．saturnus

H ．5砌 080 ‘ens

糖

55〜6055

〜6060

〜6560

＿6550

〜5544

〜4844

〜4844
〜4830

〜3424
〜28

乳 　酸

029920202933i1323321

＝

＝

二

＝

二

80770808072311313221

酢　 酸

0．3− O ，4

0．3− O，4

0．3〜O，4

0．4〜0 ，5

0．3＿｛〕，4

ユ．O− 1．2

1．2〜1．4

1．2〜1．4

0，2〜0．3

0．2〜0 ．3

酒 　精　　 食　 塩

0080877966

＝

＝

＝

＝

＝

897876684410〜1410

〜141BN1914

，一＿IJ「

10〜i412

〜1312

〜1312

〜1310

〜1210

＿＿12

好結果を示 し，窒 素源を 50〜mmg ！lOOml 添加 す る

事 に依 り乾燥菌体 3eo−−500mg／！OOml の 収量 が 得 ら

れ ， 炭素源の 添加も効果が あつ た．

　33，電子顕微鏡に よる酵母菌の 細胞内部構造

　　　 と分 類系統，並 びに生理的 性質 との 関係

　　　 につ い て

　　広大 工 醸 酵　 0 川上 　裏 ， 根平武雄※ （12）

　 目　　　的

　酵 母 菌は現 在，Endomyceta ：eae ，　Cryptococcaceae

及 び SporobOlomycetaceaeの 3Families に 大別 され

て お り，そ れ らの 代表菌株 と し て 夫々 1鞄 450脚 ．向伽 。

scens ，　Rhodotorula．
alutinis 及び SporobotomPtces　saiUtoni ・

6蜘 r を選 び，細 胞 内部構造の 電子顕 微鏡所見 に もとづ

き，分類系統 上の 位置及 び 生理 的性質 の 異同に つ い て

比較検討した．

　 実 験 方 法

　麦芽汁 （10
°BaL ）叉は その 寒天斜面培地 に 培養した

菌体を 試料とした．各培養菌体 は 1 ％OsO4 又は O．5

KMnO4 （Phosphate　buffer　pH7．4）で 固定 ，　 Ethanol

系列 で 脱水 ，　 n −Butylmethacrylatc ； Methylmethacr ．

ylate （2 ： 1）で 包埋 ， 島津製Ultra−microto 皿 e （熱月彭脹

型）で 切削し J 島津SM −G2 型 電 子顕微鏡 で 観察 し た．

　 結 　　　 果

　上 記 3菌株の 細 胞 内部構造 を 比較表示すれ ば次の 様

に な る．

　下 表 の様 に Rhod．　glutinisは 細 胞 構 造 上 SP・sat・

monicelor と Nad ・　fulvescensの 中 閥的 性 伏 を示すもの

で あ るが，Mit   hondria の 内部構造は Sp・salmonico −

torに 類似 し ，
こ れ は 両者 の oxidative な 生 理 的性質

に 基 くもの と考え られ る．又 ，
Rhod・glutinisと Nad．

fulvescen∫ は Nucleus，　Nucleolus，　 Storage　 granule 等

の 諸点で は多 くの 共通 点 を有し ， 分類系統 上 の 近 縁性

が説め られ る．

34．カ ビ胞子 発芽 に於け る代謝生理

　 発芽過程 に 於 け る 耐毒性獲 得現象

Strain Sp．　 salmonicotor 隰 帥 ε・　 「
NucteusNuclear

　rnc 皿 brane

Nucleelus

Mitochondria

Chromoplast

Storage　granule
Internal　 mer 【tbrane

VacuolcCytoplasmic

　membrane

Gell　wall

RoughNot

　 so 　 clear

且〜2，remarkable

Palad6s　cristae 　type

High 　density　 granule
with 　 lamellae

（】lear　nユembrane

Slightly　wavy

Double

Gompact

ClearRemarkable

　in　 adult

CeHs ．

Palad6s　cristae 　type

Mitochondria
→ chromoplast

High 　density　granule
Double 　 me 皿 branes

Clear　 membrane

Slightly　w 胛 y

Double

　　Nad ・　fuloescsns

Gompact

（】learRernarkable

　in　young
Asci　and 　vegetative 　cells ．

Hellx　type

High 　density　granule

Unknown

NO 　 mcmbranc 　by

KMnO4 　fixation

Slightly　 wavy

DQuble
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